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療指針 

中山書店  
東京 

 
2015 

 
434-438 

 
正木康史.
（他 4名、
筆頭 
 

X.節外リンパ腫の臓器
別特徴と治療. 唾液腺
リンパ腫. 

 日本臨床 73
巻増刊号８ リ
ンパ腫学 -最
新の研究動向- 

 
日本臨床
社 

 
大阪 

 
2015 

 
627-631 

 
正木康史.
（他 4名、
筆頭） 
 

XI.特論. TAFRO 症候群  日本臨床 73
巻増刊号８ 
リンパ腫学 -
最新の研究動
向- 

 
日本臨床
社 

 
大阪 

 
2015 

 
674-678 

 
正木康史. 
 

Question & Answer；不
明熱と皮膚生検から考
えられる疾患は何か；
血管内大細胞型 B細胞
リンパ腫 

一般社団法
人 日本内
科学会専門
医部会編 

「一発診断！ 
一目瞭然！ 
目で診る症例
から瞬時に診
断！」 

一般社団
法人日本
内科学会
発行（ヤ
マノ印刷
株式会
社） 

 
東京 

 
2015 

 
30,97-98 

 
水木満佐
央、金倉譲 
 

 
多発性骨髄腫の治療目
標―移植非適応患者― 

 
赤司浩一総
監修 
 

 
IMiDs 基礎と

臨床 2015 

 
メディカ
ルレビュ
ー社 

 

 
東京 

 
2015 

 
48-55 

 
水木満佐
央 
 

 
分子標的治療 

 
金倉譲編 

 
血液疾患 診
断・治療指針 

 
中山書店 

 
東京 

 
2015 

 
112-120 

 
川端浩 
 
 

 
Castleman Disease 

 
吉田弥太郎
編 
 

 
in 血液診療ハ
ンドブック改

訂３版 
 

 
医薬ジャ
ーナル社 

 

 
大阪 

 
2015 

 
463-475 

        
        
 

 


